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鉛ハライドペロブスカイト CH3NH3PbX3(X=Cl, Br, I)を用いた太陽電池が、近年大きな

注目を集めている。その太陽電池効率は 2009 年の最初の報告以降、大きく向上しており、

現在では変換効率が 20%を超えるものも作製されている[1,2]。これまでの研究で、ペロブ

スカイト固有の性質が明らかになりつつあるが[3]、デバイスの I-V カーブの大きなヒステ

リシスの存在など[4]、太陽電池全体の特性は未だに明らかになっていない。高効率化や長

寿命化のために、実際のデバイスにおけるキャリア挙動を知ることは重要である。近年、

太陽電池の性能評価のために電界発光（EL）が利用され、多くの成果をあげている[5,6]。

本研究では、２段階溶液法で作製された鉛ハライドペロブスカイト CH3NH3PbI3太陽電池

を用いて ELと PLの測定を行うことで、太陽電池の特性評価を試みた。 

開放電圧程度の電圧(1.0V)を試料に印加すると、印加時間とともに EL 強度が減少した。

その後電圧を 0V に戻し、数時間後に同様の測定を行うと、EL 強度は大きく減少したまま

であった。電圧印加により不可逆な EL強度の劣化が起こることを示している。一方、電圧

のオン・オフを繰り返すことにより、EL強度の減少は抑制されることが分かった。これは、

短時間の電圧印加では太陽電池性能の劣化が起きにくいことを示唆している。講演では、

電圧印加時間や印加方法による EL強度の変化に加え、電圧印加前後での PL計測の結果か

ら、ペロブスカイト太陽電池の劣化のメカニズムを議論する。 
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